
『季刊せいてん』121号　6061

●これまでの主な特集記事●
No.100……　100号記念　勧学和上に聞く
 ①聖教の真実性と布教伝道について　梯實圓
 ②聖典編纂事業と『季刊せいてん』
　　　　　　　　　　　　徳永一道・内藤知康・佐々木惠精
No.101…… ヴィジュアル大乗仏教～北伝仏教の旅～
No.102…… 飛雲閣と聚楽第―聚落第の遺構か否か
No.111…… お仏華を知ろう
No.116…… 伝統とその由来
No.117…… 私の名著

バックナンバーの ご 案 内
（ 在 庫 分 ）

…
…
…
…
…
…
…

＊『季刊せいてん』誌のバックナンバーは部数に限りがございますので、
品切れの場合はご容赦願います。

お申し込み・お問い合わせは
本願寺出版社

０１２０-４６４-５８３
ＦＡＸ０７５-３４１-７７５３

〒 600-8501 京都市下京区堀川通花屋町下ル
１冊 700 円（税・送料込）

商品に払込取扱票を同梱しますので、郵便局もしくは
コンビニエンスストアで料金を払い込みください。
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●はじめの一歩Ⅰ
　戦国時代の本願寺（終） （金龍静）
　「顕如上人と本願寺」
●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教⑥（野呂靖）
　「妖怪と仏教」
●聖典セミナー
　『歎異抄』②（矢田了章）
　「第一条」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑩（梯實圓）
　「龍樹菩薩⑴大乗の巨人」
●和讃で学ぶ浄土真宗②
　「阿弥陀仏」（佐々木隆晃）

●はじめの一歩Ⅰ
　真宗〈悪人〉伝⑧ （井上見淳）
　「唯善　（下）」
●はじめの一歩Ⅱ
　幸せってなんだろう②（藤丸智雄）
　「わかっちゃいるけど、やめられない」
●聖典セミナー
　『歎異抄』⑩（矢田了章）
　「第九条―念仏申し候へども…」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑱（梯實圓）
　「善導大師⑴浄土教を救った高僧」
●もう1人の「親鸞」②
　「比叡山時代の夢告伝説」（黒田義道）

●はじめの一歩Ⅰ
　真宗〈悪人〉伝⑥ （井上見淳）
　「慈信房善鸞（下）」
●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教（終）（野呂靖）
　「一生不犯 その二」
●聖典セミナー
　『歎異抄』⑧（矢田了章）
　「第七条―念仏者は無礙の一道」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑯（梯實圓）
　「道綽禅師⑴末法を生きる」
●和讃で学ぶ浄土真宗（終）
　「念仏者の生活」（佐々木隆晃）

●はじめの一歩Ⅰ
　真宗〈悪人〉伝④ （井上見淳）
　「熊谷直実」
●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教⑩（野呂靖）
　「植物と成仏 その二」
●聖典セミナー
　『歎異抄』⑥（矢田了章）
　「第五条」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑭（梯實圓）
　「曇鸞大師⑴大乗仏教の極致」
●和讃で学ぶ浄土真宗⑥
　「信心」（佐々木隆晃）

●はじめの一歩Ⅰ
　真宗〈悪人〉伝⑤ （井上見淳）
　「慈信房善鸞（上）」
●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教⑪（野呂靖）
　「一生不犯 その一」
●聖典セミナー
　『歎異抄』⑦（矢田了章）
　「第六条―弟子一人ももたず」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑮（梯實圓）
　「曇鸞大師⑵他力のこころ」
●和讃で学ぶ浄土真宗⑦
　「念仏者の利益」（佐々木隆晃）

表紙
●特集「お仏華を知ろう」より

表紙●特集「地獄と仏」より

表紙
●特集「私の名著」より

表紙●特集「しなやかにつな
げる仏事」より

表紙●特集「伝統とその由
来」より
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2017年度
本願寺

仏教文化講座

第３回
著者と学ぶ『季刊せいてん』at北御堂

開催報告
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●はじめの一歩Ⅰ
　戦国時代の本願寺③ （金龍静）
　「証如上人と本願寺」
●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教⑤（野呂靖）
　「六道之沙汰」
●聖典セミナー
　『歎異抄』①（矢田了章）
　「前序」
●せいてん誌上講演
　「正信偈」⑨（梯實圓）
　「お念仏の道を伝えた高僧たち」
●和讃で学ぶ浄土真宗①
　「人間のすがた」（佐々木隆晃）

表紙
●特集「仏教説話」②より

【第４回の案内】
日 時 　2017年12月12日（火）18：30 ～ 20：25
場　　所 　本願寺津村別院（北御堂）津村ホール ＊地下鉄御堂筋線「本町」駅すぐ
講 師 　藤丸　智雄 氏（総合研究所副所長）

 　　　　　※質疑進行：満井  秀城（総合研究所副所長）

受 講 料 　無料　　 定 員 　100名　　 お申し込み 　不要
テキスト 　『季刊せいてん』no.121
持 ち 物 　念珠　筆記用具　テキスト

＊『季刊せいてん』（￥700）は、当日会場でもご購入いただけます。 藤丸 智雄 氏

去
る
九
月
二
十
五
日
、本
年
度
第
三
回
目
の
「
著

者
と
学
ぶ
『
季
刊
せ
い
て
ん
』」
を
大
阪
市
中
央
区

の
津
村
別
院
（
北
御
堂
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、「
も
う
１
人
の
〈
親
鸞
〉」
を
ご
執
筆
中

の
黒
田
義
道
先
生（
京
都
女
子
大
学
准
教
授
）で
す
。

本
誌
１
２
０
号
掲
載
の
「
伝
道
者
と
し
て
の
親
鸞

聖
人
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
親
鸞
聖
人
が
六
角
堂
で

み
ら
れ
た
夢
に
関
す
る
と
て
も
複
雑
な
問
題
を
、

わ
か
り
や
す
く
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
講
義

の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
六
角
堂
参
籠
と
法
然
聖
人
へ
の
入

門
に
つ
い
て
、『
御
伝
鈔
』
で
は
「
吉
水
入
室
↓
六

角
夢
想
」
と
な
っ
て
お
り
、
史
実
と
は
逆
転
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
原
因
は
、『
親
鸞

伝
絵
（
御
伝
鈔
）』
の
著
者
、
覚
如
上
人
が
本
書
制

作
時
に
、
親
鸞
聖
人
が
法
然
聖
人
に
入
門
さ
れ
た

経
緯
を
ご
承
知
で
は
な
く
、
後
に
そ
れ
を
知
ら
れ

た
後
も
、
親
鸞
聖
人
が
法
然
聖
人
に
入
門
さ
れ
た

前
と
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
六
角
堂
に
参
籠
さ
れ
た
と

理
解
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

今
日
で
は
『
御
伝
鈔
』
に
示
さ
れ
た
「
吉
水
入

室
↓
六
角
夢
想
」
の
順
序
は
史
実
と
は
異
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
六
角
夢
想
を
関
東
伝

道
の
予
言
と
捉
え
た
覚
如
上
人
の
見
方
は
、
関
東

の
親
鸞
聖
人
門
弟
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
、
伝

道
者
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

受
講
者
か
ら
は
、「
歴
史
の
謎
解
き
を
聞
か
し
て

も
ら
い
、
今
ま
で
興
味
の
な
か
っ
た
分
野
に
好
奇

心
が
湧
き
ま
し
た
」（
二
十
代
・
学
生
）、「
専
門
用
語

を
多
用
せ
ず
、
か
つ
学
問
的
・
論
理
的
で
有
り
難

く
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
に
つ
い

て
も
、
真
摯
に
お
答
え
く
だ
さ
り
感
激
し
て
お
り

ま
す
」（
六
十
代
・
門
信
徒
）、
と
い
っ
た
感
想
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

次
回
の
講
師
は
、「
幸
せ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
の

藤
丸
智
雄
氏
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●はじめの一歩Ⅱ●はじめの一歩Ⅱ
　「物語」で読み解く仏教⑤　「物語」で読み解く仏教⑤

●聖典セミナー●聖典セミナー
　『歎異抄』①　『歎異抄』①

●せいてん誌上講演●せいてん誌上講演

在庫
僅少


